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新

雪

棚

の

山

慰 問割引・

雨越印刷 定価一部六円

。
総
務
要
員
会

一
月
十一
エ
H
午
前
十
一
時
よ
り
総
務
安

員
会
が
開
か
れ
次
の
事
項
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
た
。

川
町
有
財
肢
の
払
下
げ
に
つ
い
て

大
家
庄
支
所
’
市
川
附
支
所
、
五
箇

庄
支
所
の
建
物
の
仰
…
俄
払
下
げ
及

び
険
地
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

出
駐
ル
山
所
庁
舎
統
合
改
築
に
つ
い
て

宮
崎
駐
在
所
を
廃
止
し
境
駄
在
所

と
統
合
し
庁
舎
を
新
築
す
る
。

間
四
百
察
宵
住
宅
の
新
築
に
つ
い
て

五
箇
庄
駐
花
所
を
轄
止
し
て
嘗
緩

ん

N
住
宅

一
樹
二
一戸
時
世
を
新
築
す
る

削
消
訪
問
の
改
組
に
つ
い
て

－

町
財
政
と
消
防
器
材
の
発
達
に
よ

一

り
従
来
の
分
団
制
を
改
組
し

一
体

一

化
を
図
る。

一

O
厚
生
委
員
会

一

て

－
月
十
八
日
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
次
一

似

盟

主

十

五
ま
商
工
業
の
顕
興
対

の
こ
と
に
つ
い
て
協
議
の
た

め

厚

生

妥

協

に

つ

い

て

員
会
が
開
か
れ
る
。

観
光
事
業
に
つ
い
て
は
城
山
自
動
道
路

ω泊
第
一

保
育
関
新
築
工
事
進
捗
状
況

一一

の
完
成
（
特
に
城
山
か
ら
宮
崎
へ
抜
け

に
つ
い
て

一

る
週
間
）

成
山
頂
上
の
給
水
施
設
を
作

凶
昭
和
三
十
五
年
度
予
算
編
成
に
つ
い

一

る
等

て

－
O
総
%
安
険
会

始
め
二
項
の
件
目
に
つ
い
て
協
殻
さ
れ

次
の
こ
と
を
要
望
、
会
識
を
終
っ
て
泊
＝
月
九
日
午
前
十

一
時
よ
り
消
防
同
交

第

一
保
育
関
新
築
現
川
崎
に
行
か
れ
て
進

一

級
に
つ
レ
て
総
務
護
員
会
が
開
か
れ
る

酔
状
況
を
視

ら

る

。

主

と

し
て
消
防
凶
条
例
の

一
部
改
正
に

要
望
事
項

－

つ
レ
て
協
議
さ
る
。

川
泊
中
学
校
給
食
施
設
を
作
る

－
O
食
品
同
協
議
会

山
泊
中
学
校
使
所
の
修
四

一

二
片
十
川
午
後
二
時
よ
り
消
防
聞
の
改

間
学
陵
給
食
炊
事
婦
の
待
過
改
善

一

納
に
つ
い
て
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ

川
小

t
小
学
校
間
ス
ト

1
ヅ
の
購
入

一

る
“
会
識
の
結
論
と
し
て
九
分
団
を
六

回
膿
挨
焼
却
場
の
設
置

一

分
団
に
改
組
す
る
同
案
に
は
賛
成
で
あ

ω町
営
火
葬
場
の
修
理

一

る
が
こ
れ
に
件
う
消
防
装
備
配
置
計
画

。
議
会
全
員
協
議
会

一

を
速
み
や
か
に
提
示
さ
れ
た
い
と
の
こ

一
月
十
八
日
午
後
二
時
よ
り
全
員
協
議
一
と
で
あ
っ
た。

送料 四円印刷所大菅達二朝日町役場内鯛民衆発行人

附
線
引
羽

川
収
扱
公
定
所
分
室
一設
訟
の
件

出
管
続
行
日
在
日
別
の
統
合
的
件

間
附
和
三
一十
四
半

hMM時
入
夜
間
第
三一』

追
加
質
住
h
r

算
の
楠
－按
に
つ
い
て

一
一
一
羽
目
と
ふ
協
議
の
結
果
了
承

。
仲
山
政
袋
は
会

－
一月二
十
ご
日
午
後
二
時
よ
り
却
設
要

員
会
が
開
催
さ
れ
附
和
三
一
十
五
年
度
矛

柑悼
の
方
針
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
る
。
山
町

に
月
山

1
コ
一枚
橋
間
の
橋
の
完
成
と
同

時
に
継
泡
路
の
完
成
を
強
〈
嬰
摂
さ
れ

た
。
路
銭
安
民
会

一
月
二
十
五
日
午
前
十
一
時
よ
り
産
業

署
員
会
を
開
催
次
の
こ
と
に
つ
い
て
協

議
さ
る
。

山
附
和
三
十
五
年
定
観
光
事
業
に
つ
い

こ
の
一証
明
に
要
す
る
手
掛
試
料
は
原
則
と

し
て
、
請
求
す
る
詑
明
書
一
校
．
こ
と
に
一
一一

O
叶
で
あ
る
が
、
証
明
を
受
け
よ
う
と
す

る
国
説
の
苧
度
が
二
以
上
の
と
き
は
一
年

度
ご
と
に
三

O
円
づ
っ
（
た
と
え
ば
三
一
ヶ

年
度
の
と
き
は
九

O
円
）
と
な
る
一
等
の
例

外
が
あ
る
。

こ
の
手
数
科
は
納
税
証
明
請
求
書
に
手

数
料
と
し
て
納
付
す
る
余
舗
の
枚
入
印
紙

合
は
っ
て
消
印
せ
ず
に
納
付
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
証
明
・惜
仰
の
問
紙
は
税
務
省
に

耐
え
て
あ
る
か
ら
必
必
な
万
は
申
し
出
れ

ば
よ
レ
。

リ
版
印
税
務
署

u

。
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税

は
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

期
限
は
遅
れ
な
い
よ
う
早
目

K
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

（
魚
埠
税
務
署
）

4
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事j

案

内

鏡
チ
の
家

警
察
記
者

日
光
育
ち
ざ
か
り

花
の
通
り
魔

富
士
に
立
つ
者
脳

暗
川
氏
行
路

大
開
成
就

花
と
か
入
学

小
説
帝
銀
事
件

江
戸
花
火

万
年
太
郎

敦
埋
日
本
剣
士
伝

缶
詰
料
出
の
作
り
方

泉

朝
日
町
立
中
央
図
書
簡

＝
一
島
由
起
夫

島
出
一
男

日
本
交
通
交
社

B
ガ
グ
ア
ナ

横
溝
正
史

高
樹
純
之

志
賀
直
哉

源
氏
鶏
太

松

田

修

松
本
酒
張

山
手
樹
一
郎

源
氏
鶏
太

井

上

靖

南
条
範
夫

満
田
た
き

伊

藤

整

ひさ
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筒
井
敬
介

柴
田
錬
太
郎

パ
ス
通
り
裏

孤
剣
は
折
れ
ず

農
家
の
台
所
改
善

黒
い
画
集
2

松
本
清
張

ゲ
レ
ン
デ
と
ツ
ア
コ

l
ス

間

交

堂

源

氏

物

語

谷

崎

潤

一

郎

粘

土

の

お

面

豊

田

正

子

田

山

花

袋

日

本

文

学

ア

ル

バ

ム

和

風

喫

茶

店

建

築

写

真

文

隊

奇
襲
戦
法
こ
の
一

手

梶

一
郎

置
碁
布
石
の
A
B
C

高

川

格

新
し
い
麻
雀
の
戦
い
方
天
野
大
三

野
菜
作
り
の
技
術
と
経
営
松
原
茂
樹
繍

農

業

便

覧

香

月

繁

孝

外

多
産
鶏
の
上
手
な
か
い
方
飯
’
品
敏
三
郎

日

本

の

船

石

井

謙

治

日

本

の

火

山

森

本

良

平

城

と

城

下

町

藤

間

通

夫

奈

良

の

美

術

小

林

剛大
和
古
寺
風
物
誌

亀
井
勝
一

郎

伊
勢
湾
台
風
の
全
容

坤
部
日
本
新
問

中
部
日
本
大
観

中
部
日
木
新
聞

富
山
県
の
産
業
と
観

光
平
和
堂
刊
行
会

日
本
染
織
守
回
公
夫

言
語
字
初
歩
小
林
智
賀
平

旧
約
出
…
一
番
関
根
正
雄

げパ

4
1
1
1
1
1
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あ
よ
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--－一ー町内μ弘、

佳
離
宮

森

北
斎

織
田
一
底

忠
臣
蔵

倫
理
学
初
歩

日
本
の
彫
刻

古
鏡
埴
輪
聖
徳
太
子

中
国
の
美
樹

日
本
の
建
築

風
雪
山
釧
巨
人
伝

山
岳
遭
難

病
め
る
丘

桑

木

務

小

林

間

保
坂
三
郎

相
松
原
正
業

亀
井
勝

一
郎

杉
村
勇
造

足

立

康

戸
川
幸
夫

春
臼
俊
吉

原
田
康
子

組

（山
山
小ム
ハ
牛
）

4
1
E
n
I
ι
n
k
u
 

二

位

山

本

陽
子

（
企

中
学
男
子
の
部

一
位

江

淵

時

雄

〈
泊
中
二
年
〉

二
位
沢
田
一
征
（
全

三
年
〉

三

位

清

水

正

人

（

全

三

年

）

一
般
男
子
の
部

一
位
中
島
久
万
国
力
（
泊
〉

一
一位

松

原

達

雄

（

全

）

三
位
折
谷
隆
夫
（
笹

川
）

四

位

木

村

信
飼

戸

泊

〉

五

位

松

原

消

（

全

〉

一
般
女
子
の
部

一
位

坂

東

浩

子

（
U

東

勧

）

二
位
金
井
い
い
づ
（
A
Q
一

）

一二
位
坂
凶
五
？
？
〔
企

〉

大
家
庄
で
農
村
の

健
庚
実
態
調
査

ス
ボ

1
γ
普
及
と
振
興
を
凶
る
た
め
に

県
教
育
要
員
会
で
は
県
下
の
大
半
を
出
め

る
農
家
の
健
康
状
態
を
制
ベ
、
操
作
業
が

ど
の
殺
度
に
影
縛
す
る
か
、
大
家
庄
地
区

を
中
心
に
、
今
年
か
ら
三
ヶ
年
計
酬
で
実

態
調
査
を
行
う
ホ
の
で
あ
る
。

大
家
圧
地
区
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
運
動

で
有
名
だ
が
、
同
地
区
の
前
十
五
政
か
ら

六
十
段
未
満
の
設
業
に
従
事
す
る
男
女
約

七
百
名
を
、

一
一月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六

日
ま
で
健
康
、
作
来
、
生
出
状
況
の
附
桜

訓
査
そ
行
な
しγ
、
さ
ら
に
そ
の
中
か
ら
百

三
十
人

1
百
五
十
人
を
抽
出
し
て
位
脱
診

断
を
す
る
。

こ
の
間
的
診
断
以
内
川
人
以
工
大
町
恥
制
限
仇

谷
川
ボ
川
氏
合
指
導
者
に
川
町
教
↑去
、
仰い
川
町

教
一設
が
正
舵
と
な
り
大
家
庄
作
協
、
県
出

保
健
附
、
日
大
休
刊
し
川
先
日
が
協
力
し
て

身
長
、
は
い・m－、
附
川
、
川
悦
・刀
か
ら
結
核
．

W
生
虫
、
－
m
Hr一な
ど
の
位
脱
斡
断
と
肺
川

晶
、
汗
筋
力
、
郡
山川、

村
久
力
な
ど
迎
動

能
力
も
く
わ
し
く
山
．
ベ
、
長
作
業
が
ど
の

即
位
に
彫
誹
す
る
か
、

ス
ボ
l

v
が
ど
の

よ
う
に
持
に
刊
レ
て
レ
る
か
な
ど
か
訓
ベ

る
ο

ご
の
一エ
ウ
仔
附
め
航
行
利
引
を
県
下

、I
bb
F
、
〆
ト』

ムμ
？
ドト
、1
寸
4
1

F
M
J

’、

・
ー

λ1
h
h
u
b
5
t’
T
Hr
ー
に
内

1

下

、ヴ

－

ツ
を
係
ん
に
す
る
託
料
に
す
－
U
計
川
ι

一

、J



昭
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三
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町

内

会

境
地
区範大

w
r

宮
崎
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「
愛
の
鐙
」

が
鳴
る

一

宮
山
相
死
銀
行
泊
支
店
段
上
に

「
愛
の

一
鐘
」
が
と
り
つ
け
ら
れ
、

十
三
日
か
ら
「

一
ウ

エ

λ

ト
ジ
ン
ス
タ

1
チ
ャ
イ
ム
」
が
鳴

一
る。
こ
れ
は
同
支
店
が
三
十
万
川
で
－
U
主
的

ト
に
と
り
つ
け
た
も
の
で

「
時
間
励
行
に
よ

一
っ
て
青
少
年
に
明
る
い
規
則
正
し
い
生
活

－
を
」
と
い
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
も
の

一
毎
日
午
前
七
時
、
九
時
、
午
後
三
時
、
六

一
時
、
九
時
の
五
凶
、
ス
ピ
ー
カ
を
通
じ
二

一
キ
ロ
四
万
に
静
か
な
音
色
を
流
す
。

一
朝
日
町
社
会
教
育
関
係
機
関
で
は
在
の
よ

一
う
な
「
愛
の
鐘
」
趣
意
書
を
発
表
し
て
健

一
全
な
青
少
年
の
育
成
に
つ
い
て
町
民
の
一

－
層
の
協
力
を
依
頼
し
た
。

「
愛
の
鎖
」
趣
意
書

青
少
年
に
対
す
る
社
会
補
導
の
問
題
は

再
建
途
上
に
ら
る
日
本
に
と
っ
て
最
も
重

要
な

一
つ
で
あ
り
ま
す
が
戦
後
十
余
年
、

未
だ
に
国
情
が
安
定
せ
ず、

青
少
年
の
各

種
犯
罪
も
ま
た
遂
年
増
加
の

一
途
を
た
ど

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
制
位
や
生
活
の
退
此
則
、

言
わ
ば
混
乱
則
の
中
で
育
っ
て
い
く
背
少

年
に
対
し
て
、
私
述
は
特
に
深
い
同
情
と

理
解
を
も
っ
て
見
守
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

従
来
私
た
ち
は
み
な
さ
ま
と
手
を
つ
な

5
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
制
部
に
力
を
向
い

で
来
ま
し
た
が
、
そ
の
た
め
の
施
設
の

－

っ
と
し
て
、

「
笠
の
鈍
」
設
置
を
話
し
合

っ
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
今
般
信
山
相

互
銀
行
泊
支
店
に
お
か
れ
て
は
、
わ
れ
わ

れ
の
意
の
あ
る
と
こ
ろ
を
御
世
察
に
な
り

同
行
陸
上
に
多
舗
の
費
を
投
じ
て
、
「
定

の
純
一
」
を
放
出
さ
れ
、
今
後
毎
日
襲
鳴
し

て
下
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

青
少
年
補
噂
は
初
論
一
般
社
会
の
純
化

に
貢
献
す
る
こ
の
施
設
が
、
泊
地
区
に
で

き
た
こ
と
を
心
か
ら
喜
ぶ
と
と
も
に
、
次

代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
全
力

を
傾
け
、
同
行
の
御
厚
意
に
報
い
た
く
、

こ
こ
に
広
く
町
民
の
管
績
に
こ
の
趣
旨
を

お
伝
え
し
、

一
層
の
御
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
御
技
露
申
し
上
げ
ま
す
ψ
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会

朝
日
町
民
生

児

定

委

員

会
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会

福
祉

蚕

員

会

富
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泊

高

等

学

位

朝

日

町

立

泊

中

学

校

判
日
町
立
氾
小
学
校

朝
日
町
防
犯

組
合

朝
日
町
膏
少
年
補
羽

連
絡
協
議
会

泊
地
区
青
少
年
補
導

協
説
会

鐘の愛

み
な
さ
ん
の
門
出
を
明
る
く

草
議
期
の
不
頁
化
は
、
こ
う
し
て
防
さ

ζ
う
。

（

御

山

内

山

よ
り
〉

ほ
た
る
の
党
の
玖
戸
に
別
れ
や
・お
し
む

感
搬
の
卒
業
期
も
近
づ
い
て
来
ま
し
た
。

卒
業
切
の
三
月
は
、
例
年
、
送
別
会
謝

恩
会
、
卒
業
祝
な
ど
か
ら
の
脱
線
や
心
の

ゆ
る
み
か
ら
、
学
生
の
不
良
化
の
シ
ー
ズ

ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
門
出
で
も
あ
る
・
卒
業
期
を

明
る
く
過
す
た
め
次
の
こ
と
だ
け
は
比
な

し
よ
う
。

。
家
庭
で
は

①
学
校
で
の
計
凶
行
事
を
よ
く
知
つ

て
お
き
、
規
律
正
し
い
生
活
を
さ
せ

よ
う
。

① 

む
だ
使
い
の
く
せ
が
つ
か
な
い
よ

う
に
、
こ
づ
か
い
の
使
い
方
を
注
意

1
」
ャ

ιι
，。

①

で

kcる
だ
け
、
子
供
を
中
心
に
、

家
荻
そ
ら
っ
て
話
し
合
う
機
会
を
作

ろ
う
。

①
送
別
会
は
、
学
校
で
行
え
も
の
以

外
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

①
女
生
徒
を
送
別
会
に
参
加
さ
せ
る

に
は
、
湯
所
、
時
間
を
考
え
て
行
な

わ
う
。

。
業
者
は

①

料

型

店
、
昨
館
、
欽
食
店

〈深
夜

〉
等
で
は
、
公
生
、
生
徒
を
出
入
り

さ
せ
な
い
よ
4
に
し
よ
令
。

①
タ
バ
コ
屋
や
出
艇
で
は
、
未
成
年

4
4
と
思
わ
れ
る
4
4
に
、
タ
パ
コ
、
溜

を
売
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
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